
令和２年度 生徒指導全体計画
新見市立新見第一中学校

学 校 教 育 目 標

はつらつと心豊かに

たくましく生きる力の育成

生徒指導上の課題 め ざ す 生 徒 像 生徒の実態

・豊かな心を持つ生徒の育成 ・進んで学習し、深く考える生徒 ・生徒は明るく素直であ

・好ましい人間関係の育成 ・思いやりを持ち、共に生きようとする生徒 るが、やや自主性や積

・豊かな教育活動の展開 ・心身を鍛え、何事も最後までやり抜く生徒 極性に欠け、周囲に流

・生き方指導の重視 ・はきはきとした受け答えができる生徒 される傾向がみえる。
・健康・体力の育成 ・あいさつなど、基本的

・様々な保護者への対応 生 徒 指 導 の 目 標 生活習慣はおおむね備

・自主的に判断、行動し、積極的に自己を生 わっている。

かす態度や能力を育成する。

・学校は「自分を鍛える場」であることを自

関係機関との連携 覚させるとともに、学級・学年集団の一員 地域・家庭との連携

・ＳＣ、ＳＳ、児童相 として主体的に行動できる生徒を育てる。 ・開かれた学校として、
談所、保健師、市福 地域の教育力を生か

祉課、民生委員、警 す。・ＰＴＡ活動を活

察署生活安全課など 指 導 方 針 発化し、学校と家庭の

の関係機関と常に連 ・教師と生徒・教師間・生徒同士の信頼関係 連携を密にする。

絡相談し、指導対応 を大切にし、人間的なふれあいの中で指導 ・地域支会やスポーツ少

を行う。 を進める。 年団などの青少年健全

・関係諸機関と連携 ・生徒一人一人の基本的人権を尊重し、すべ 育成活動との連携を深
し、生徒の健全育成 ての生徒が自己存在感を感じられるように、 める。

に努める。 個別指導の徹底をはかる。

目 標 達 成 の た め の 努 力 点

・教員と生徒の相互理解を基底にすえ、「ともに学び、語り、活動する」人間的ふれあいの中

で生徒指導を進める。
・一人一人の生徒が主体的に問題解決を図ることができる学級・学年集団づくりに努める。

・保護者や関連機関との連携をはかり、その協力体制のもと生徒への支援･指導にあたる。

各教科等 道 徳 特 別 活 動 その他の活動

学級活動 生徒会活動 学校行事

○学ぶ意欲と、 ○人間として ○好ましい人間 ○学校生活の充実 ○学校生活の充 ○生徒の実態を把握し
基礎的、基本 の生き方の 関係と健全な や改善向上を図 実と発展に視 好ましい人間関係の

的内容の指導 自覚と深化 生活態度を育 る活動 する体験活動 構築

の徹底 成する活動

・内面に根ざ ・係、委員会活動 ・自己存在感を ・教育相談体制の充実

・学習規律の確 した道徳性 ・学級や学校生 の充実 与える諸行事 ・読書活動の充実

立 の育成 活の充実や向 ・生徒一人一人に （儀式的行事、 ・健康体力活動の充実

・思考力、判断 ・基本的生活 上 役割と責任を与 学芸的行事、 ・校内生活の指導
力、表現力な 習慣の指導 ・個人および社 える集団活動 健康安全体育 （朝の会、帰りの会、

どを生かす場 ・豊かな体験 会の一員とし （ペイフォワー 的行事、旅行 給食、清掃、部活動

の設定と主体 活動による てのあり方、 ド運動等） ・集団宿泊的行 等）

的学習の展開 指導 健康安全 ・自己の責任や判 事、勤労生産 ・校内生活の指導

・体験的な学習 ・学級や学校 ・将来の生き方 断に基づいた活 ・奉仕的行事） （登下校、休日、地

や問題解決的 の環境整備 と適切な進路 動（２分前着席、・選択や判断の 域行事への参加、

な学習の展開 による指導 選択 自転車鍵かけ運 場の設定 長期休業日の過ご
動等） し方）

生 徒 指 導 の 重 点 目 標

一 ・基本的生活習慣の確立 二 ・好ましい人間関係の育成 三 ・リーダーとしての自覚の育成

年 ・好ましい人間関係の育成 年 ・自己存在感を持たせる指導 年 ・中学校生活の締めくくりとし
・目標を持ちそれに向けて取 て充実した活動にする。

り組む態度を育成する ・進路実現に向けて自立を促し

たくましさを身につけさせる



令和２年度 生徒指導年間計画
生 活 指 導

月 生徒指導目標 月間目標 校外指導

具体的生活目標 生活指導項目

中学校生活に関わる 規律正しい生活 ○学校のきまりを守ろう ○校内生活様式の徹底 交通査察

基本的行動様式を身に をしよう ○早めの行動をしよう ○給食指導 自転車点検

４ つけさせる。 ○気持ちのよい挨拶をしよう ○交通指導 家庭訪問中

○言葉遣いを正しくしよう ○挨拶指導 市内街頭指

○交通規則・交通道徳を守ろう 導

◎時間厳守の意識を身につけよう 下校時一斉

交通指導

何事にも積極的に取 けじめある態度 ◎服装、身だしなみを整えよう ○生活点検 下校時一斉

り組み、協力して最後 で進んで行事や ○時間厳守の意識を向上させよう ○係の指導 交通指導

５ まで粘り強くやり抜く 学習に取り組も ○明るくさわやかなあいさつをしよ ○教育相談

態度を育てる。 うまとまりのあ う ○充実した学年行事 交通査察

る学級をつくろ ○テストにむけて学習に取り組もう ○職員室入室のマナー 自転車点検

う

心身の健康の増進を 健康や･安全な ○心を込めて掃除をしよう ○手洗い指導 交通査察

図り、実践する態度を 生活について考 ○衛生に気をつけよう ○清掃活動の強化 交通指導

６ 養う 集団の一員とし え、実践しよう ○花のある学校・学級にしよう ○室内の整頓・美化 自転車点検

ての自覚と自律的、協 ○規則正しい生活をしよう ○校内での安全指導 夜市街頭指

力的態度を身につけさ ○昼休みは外へ出て運動しよう ○服装指導 導

せる。

目標をもち自律的で 計画的な生活を ○計画を立てて学習をしよう ○日課表の作成 休業中の街

計画性のある生活態度 しよう ○早めの行動をしよう ○部活動指導 頭指導

７ を身につけさせる。 ○これまでの生活の反省をしよう ○夏休みの生活心得 自転車点検

○夏休みの計画を立てよう ○教育相談

○部活動に打ち込もう

８ ○夏休みの反省と ふるさと祭

学校生活への決意 街頭指導

生活リズムを整え、 学級の団結を高 ○時間を守ろう 交通査察

９ 自律的、協力的な集団 めよう ○服装をただそう ○話合い活動の活性化 自転車点検

生活の再認識をさせ ○運動会に積極的に ○生活規律の再確認指導 行事中の街

る。 取り組もう 頭指導

学校生活をふり返 けじめのある生 ○積極的に清掃に取り組もう ○掲示物の工夫

10 り、見直しと改善をは 活をしよう ○ゴミを出さないようにしよう ○清掃活動の強化 交通査察

かる。 ○学校生活の見直しをしよう ○室内の整頓・美化 自転車点検

○教室に花を飾ろう ○落書きの一掃

人権について考えさ 落ち着いた生活 ○学級の一員として向上する仲間づ ○生徒会活動の活発化

11 せ、よりよい人間関係 を心がけよう くりをしよう ○学級集団の指導 交通査察

を築こうとする態度を ○余暇の利用を工夫しよう ○教育相談 自転車点検

養う。

１年間のまとめをさ 計画的な行動を ○安全な生活を心がけよう ○校内での安全指導 下校時一斉
12 せ、環境整備に努めさ しよう ○冬休みの計画を立てよう ○冬の登校安全指導 交通指導

せる。 ○生活点検指導 自転車点検

新年の抱負を持たせ 物事に積極的に ○新年の計画を立てよう ○自己理解 下校時一斉

１ 物事に積極的に取り組 取り組もう ○自分を知ろう ○機敏な行動を促す指導 交通指導

む態度を養う。 ○機敏な行動をしよう 自転車点検

将来へ向けての認識 より良き向上を ○自分の将来について考えよう ○進路指導

を深め、現在の自分の 求めてがんばろ ○自分の行動を反省しよう ○学習指導 下校時一斉

２ あり方を見つめさせ う ○学習への取り組みを見直そう ○遅刻指導 交通指導

る。 ○早めの行動をしよう ○教育相談 自転車点検

１年間を振り返り、 １年間のまとめ ○１年間を振り返り、 ○温かい心の関係づくり

互いに感謝する気持ち をしよう 成果と課題を確認しよう ○年度末整理 下校時一斉

３ を持たせる。 ○友達に感謝し、いつまでも友情 ○春休み指導 交通指導

を保とう 自転車点検

○有終の美を飾ろう



新見市立新見第一中学校

生徒理解
清掃指導 安全指導 保健指導 道 徳 学 活 地域連携等

教育相談

市福祉相談 ○清掃分担と ○通学路の確認 ○自分の体を知 生命の尊さ 中学校の生活 ・市福祉相談
生徒理解会議 清掃の方法 と安全な通行 ろう 適切なふるまい 学年の自覚 員、児童相談

４ 家庭訪問 ・市内交通査察 集団の中の自分 学級の組織 所との懇談
スクールカウ ・交通教室 ・定期健康診断 よりよい生活習 （各月適宜）
ンセリング ・不審者対策 慣
（毎月） 本当の思いやり

市子ども課・ ○自転車の安全 ○生活環境を整 よりよい校風 有意義な野外活 ・支会年間計画
５ 児相教育相談 な乗り方 えよう 集団の中の自分 動 ・Ｐ生活指導部

（定期） ・自転車点検 公正なこころ 私の将来 年間計画
生徒教育相談 ○部活動中の安全 理想の実現 交通安全 ・学校評議委員
(定期) ・防犯、携帯電 会

話の使い方

生徒教育相談 ○清掃強化 ○雨天時の安全 ○歯の健康に気 ふさわしい言葉 健康なからだつ
ケース会議 週間 な通行 をつけよう 自他の尊重 くり ・Ｐ交通査察

６ ・歩行者の安全 自主・責任 先輩の進路
な歩き方 ・歯の衛生 公共の福祉 進路情報の活用

○室内の過ごし方 誠実・責任
・避難訓練

保護者教育相 ○夏休み前 ○自転車の集団 ○夏の健康に気 温かい家族 たばこ ・サマーナイト
談 清掃 通行 をつけよう 節度ある生活 これまでの生活 フェスティバル

７ 温かい心 の反省 街頭指導
○休業中の安全 法の精神 夏休みの生活

心の健康

８ 教育相談研修 ・ふるさと祭街
生徒理解会議 頭指導

○夏休み明けの ○からだを鍛え 人間の弱さ 行事への取り組 ・Ｐ交通査察
交通安全 よう お互いの成長 み ・運動会の会場

９ 友情・信頼 安全な生活 警備
自主・自律 登下校について
集団生活の向上

ケース会議 ○清掃強化 ○秋の交通安全 ○目の健康に気 人間の気高さ 目の健康 ・Ｐ交通査察
10 週間 旬間への参加 をつけよう 働く喜び 余暇の利用

・街頭指導 積極的な生き方 学ぶ目的
力強い生き方

生徒教育相談 ○避難訓練 ○心とからだの 男女の理解 成長するからだ ・Ｐ交通査察
11 成長について考 充実した生き方 生徒活動 ・学校評議委員

えよう 健全な異性感 男女の特性 会
男女の敬愛

保護者教育相 ○冬休み前 ○冬季の安全な ○冬の健康に気 よりよい社会 私の悩み
12 談 清掃 通行 をつけよう 礼儀の大切さ 冬休みの計画

○休業中の交通 心と言葉
安全 個性を生かす努力

ケース会議 ○自動車と関係 ○姿勢に気をつ 自分に勝つ 新年を迎えて ・防犯、少年非
１ した交通安全 けよう 心の弱さの克服 身近な職業 行等総合対策

・簡単な自動車 家族のきずな マニュアル
の法規 愛校心

ケース会議 ○清掃強化 ○自動車の内輪 ○心の健康に気 社会ときまり 性について ・学校評議委員
週間 差 をつけよう 思いやりの心 良い友人関係 会

２ 集団の中の責任 交通安全
人類愛 男女交際

進路計画を

振り返って

○学年末清掃 ○健康生活の反 家族の一員 進路計画 ・支会通学路調
○ワックスぬ 省をしよう よりよく生きる １年間の反省 査

３ り 向上する心 最上級生のここ
国際理解 ろ構え





令和２年度 いじめ問題への対策に関する年間計画 

新見市立新見第一中学校 

 

内容 

 職員会議、 

 対策委員会等 

学 校 が 実 施 す る 取 組 

①未然防止の取組 ②早期発見の取組 ③いじめへの対処 

 

 

4月 

 

 

 

○職員会議 

・いじめの定義基本方針、年間指導

計画の確認 

○PTA総会 

○いじめ対策委員会 

○各種ケース会議（通年） 

○生徒理解会議 

○学級開き 

・学級経営の方針 

・学級目標の作成 

○学校だよりでの理解と協力要請 

・ホームページへの掲載 

 

 

○生活ノート・健康観察    

  （毎日の取り組み） 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

○家庭訪問 

○校内巡視･登下校指導 

 

○発生事案への対処 

       （随時） 

○対応手順の共通理解 

             （全職員） 

 

 

 

 

5月 

○学校運営協議会 

○生徒理解会議 

 

○行事を通しての「絆」づくり 

・校外研修、修学旅行 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

○i-check実施 

 

 

 

 

6月 

 

○生徒理解会議 

○スマホサミット 

 

 

○いじめについて考える集会 

○小中連絡会 

○行事を通しての「絆」づくり 

・広島平和学習 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 

○i-checkの検討 

 

 

 

 

7月 

 

 

○生徒理解会議 

○学区内小中学校研修 

 

 

○学年集会 

○非行防止教室 

○【道徳】2-(2)思いやり 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

○アンケート調査 

○保護者懇談 

○アンケート結果により必要

に応じて対処 （対策委員会） 

 

 

8月 

 

○職員研修 

・いじめ問題対策基本方針について 

○生徒理解会議 

○学年集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 

 

○いじめ対策委員会 

○生徒理解会議 

○行事を通しての「絆」づくり 

・運動会、文化祭 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 

10月 

 

○生徒理解会議 

 

○【道徳】3-(1)生命尊重 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 

 

11月 

 

 

○学校運営協議会 

○PTA研修講演会 

○生徒理解会議 

 

 

○行事を通しての「絆」づ くり 

・駅伝大会 

○【道徳】4-(4)集団生活の向上 

 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

○アンケート調査 

○教育相談 

○i-checkの実施 

○アンケート結果により必要

に応じて対処 （対策委員会） 

 

 

 

12月 

 

○生徒理解会議 

○いじめ対策委員会 

 

○人権集会 

○学年集会 

○【学活】人権について 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

○保護者懇談 

○i-checkの検討 

 

 

1月 

 

○生徒理解会議 

 

○学年集会 

○【道徳】2-(3)友情・信頼 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 

 

2月 

 

 

 

 

○職員会議 

・取り組みの反省と基本方針、 年

間計画の修正 

○学校運営協議会 

○生徒理解会議 

○いじめ対策委員会 

○【道徳】3-(3)生きる喜び 

 

 

 

 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 

 

 

○学校評価の検討 

 

 

 

 

 

3月 

 

○生徒理解会議 

 

○学年集会 

 

○職員朝礼 

・生徒の情報交換 

 

 



令和２年度 教育相談年間計画
１教育 相談の目的

教 育 相 談 は 生 徒 指 導 の 補 助 的 役 割 を 果 た す も の で あ る 。 生 徒 自 身 の 成

長 に 向 か う 力 を 尊 重 し 、 支 援 的 な 立 場 に 立 っ た 指 導 で あ る 。 相 談 活 動

を 通 し て 、 生 徒 自 身 が 自 己 理 解 を 深 め 、 問 題 解 決 の 力 や 、 適 応 力 を 伸

ばすための支援をするものである。

２年間 計画
教育相談期間の設定

① 定期相談 (事前に生徒の悩みアンケートの実施 )

第１回 １学期期末考査前後 (全学年 )

第２回 ２学期期末考査前後 (全学年 )

② チ ャ ン ス 相 談 ・ ・ ・ ゆ と り の 時 間 や 放 課 後 を 使 い 適 宜 実 施 す る 。

３相談 活動について
（１）全ての生徒が対象となるが、特に次の生徒に配慮すること。

① 自ら相談を望む生徒

② 不適応やいじめの対象になると思われる生徒

③ 問題行動の可能性のある生徒

（２）相談教師

担任を中心に全ての教師であたること

（３）留意事項

① 生徒のプライバシーを十分に配慮すること

② 担 任 以 外 の 教 師 で も 必 要 と 感 じ た ら チ ャ ン ス 相 談 を 行 う こ と

ただし、その際必ず担任に連絡を取り早期の相談に努めること

③ 継続的に相談の記録を残すこと

４スク ールカウンセラ ー (ＳＣ )について
① スクールカウンセラー

（週１回 13:30 ～ 17:30(４時間 ) 年間３５日程度）

② 基 本 的 に は 、 相 談 室 (校 舎 １ 階 )を ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 相

談室として使用する。

③ 担任は、スケジュール調整のため ､早めに担当に連絡すること。

④ 教育相談係はＳＣと情報交換を密にする。

⑤ ＳＣは、生徒の見立てや専門的な判定を行う。また、相談件数

や相談内容を必ず記録しておくこと（報告書の作成）

⑥ 担 任 を 中 心 に ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー に 情 報 を 提 供 し 、 連 携 を 密 に

する。

⑦ 場合によりケース会議への参加

５その 他
（ １ ） 担 任 は 養 護 教 諭 、 Ｓ Ｃ 、 生 徒 指 導 担 当 者 と 連 携 し 、 学 年 団 を あ げ

て該当生徒が前向きに学校生活を送れるよう支援をしていく。

（２）家庭や関連機関との連携をはかり、情報交換や対応策を検討

する。

（ ３ ） 学 習 支 援 室 を 活 用 す る 場 合 ， あ く ま で 生 徒 に よ る 自 主 学 習 で あ る

旨を保護者には十分理解してもらうよう努める。


